
             令和４年度 学校自己評価計画の最終報告書                石川県立金沢西高等学校 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 
実 現 状 況 の 達 成 度  

判 断 基 準 
集計結果 （ ）内は前期 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

 
１ 

ＧＩＧＡスクール構

想を推進し、ＩＣＴ

の効果的な活用や主

体的・対話的で深い

学びの視点からの授

業改善に努め、生徒

の主体的な学びおよ

び確かな学力の育成

を図り、進路実現に

つなげる。 

① 研究授業、相互参観授業を通して授業改
善を図り、探究的な学習活動や質の高い
グループ活動を取り入れた授業を実施す
る。 

教務課 
 

効果的なＩＣＴの活用など工夫された授業が行わ
れている項目においてＡ評価が 
Ａ ６５％以上 
Ｂ ６０％以上 
Ｃ ５０％以上 
Ｄ ５０％未満 

生徒による後期授業評価アンケートでＡ評価 
５１．５％（５０．３％） 
→評価【Ｃ】（Ｃ） 

授業おいて生徒がChrome bookを利用できる頻度は増えたがＩ
ＣＴの活用が進んだ反面、利用方法には更に改良の余地があ
る。来年度は、さらに効果的なChrome bookの活用を推進し、
質の高い授業を実施していく。 

授業を通じて学力がついてきているという肯定的
評価が 
Ａ ８５％以上 
Ｂ ８０％以上 
Ｃ ７５％以上 
Ｄ ７５％未満 

生徒による後期授業評価アンケートで肯定的評価 
８４．０％（８４．０％） 
→評価【Ｂ】（Ｂ） 

肯定的な評価は昨年と同程度で、前期から良好であった。コ
ロナ禍においてもできる質の高いグループ活動および探究的
な学習活動を実施し、生徒の自己肯定感を高め、確かな学力
の育成を図り、生徒の進路実現につなげたい。 

② 「総合的な探究の時間（西高SDGsプロジ
ェクト）」の活動を通して、主体的・探
究的・協働的に学び活動する態度を養う
。 

進路指
導課 

生徒アンケートで「主体的・探究的・協働的に取
り組んだ」とする肯定的評価が 
 Ａ ９５％以上  Ｂ ９０％以上 
 Ｃ ８５％以上  Ｄ ８５％未満 

生徒アンケートで「主体的・探究的・協働的に取り組ん
だ」とする肯定的評価が92.7％→ 評価【Ｂ】 
 Ａ ９５％以上  Ｂ ９０％以上 
 Ｃ ８５％以上  Ｄ ８５％未満 

前年度と同様な結果であった。「主体的」「探究的」「協働
的」な取り組みの内、特に「探究的」（課題を深く掘り下げ
て考えようとする）態度を、来年度はさらに伸ばしていきた
い。 

③ 家庭学習時間量調査を実施して現状を
把握・分析し、指導することで進路実現
に向けた学習時間の確保を促す。 

教務課 家庭学習時間が「学年＋１時間」に達している生
徒の割合が 
Ａ ４０％以上 
Ｂ ３０％以上 
Ｃ ２０％以上 
Ｄ ２０％未満 

家庭学習時間量調査 
７月 １１月  
→評価 
１年 １１．８％【Ｄ】 ３９．９％【Ｂ】 
２年 ２８．７％【Ｃ】 ３６．７％【Ｂ】 
３年 ３２．６％【Ｂ】 ２９．０％【Ｃ】 
全体 ２４．４％【Ｃ】 ３５．２％【Ｂ】 

家庭学習時間が「学年＋１時間」に達している生徒の割合は
改善し、評価は全学年でＢであった。令和４年度より、新し
い観点別学習状況の評価が始まっており、この評価を通して
、生徒が自らの学びを振り返る機会を増やしこれまで以上に
生徒の主体的な学習を促していく。 

④ 校外模試のデータを教科と学年が連携
をとって分析し、方策を検討することで
、学力向上に結び付ける 

進路指
導課 
１・２
学年 
 

１，２年１月の校外模試３教科型偏差値５２以上
の生徒の受験者全体に対する割合が 
Ａ ５０％以上  Ｂ  ４０％以上 
Ｃ ３０％以上  Ｄ  ３０％未満 

※１・２年別に達成度を判断する 

１,２年１月の校外模試３教科型偏差値５２以上の生徒 
１年８２名・２６．３％（９３名・３３．６％） 
→評価【Ｄ】（Ｃ） 

２年８９名・３３．９％（９４名・３５．３％） 
→評価【Ｃ】（Ｃ） 

 
 
どの学年も例年以上に学年団と教科が連携し、計画的に学習
指導に力を入れたが、進路目標に対する意識の違いからか標
準偏差がやや広がった。学習支援ツールの体験版を導入する
などの工夫をはかったが、1，2年の模試の評価はＤやＣとな
った。今年度の取組を検証し、改善するとともに進路行事、
探究活動を通しての進路意識の醸成に力を入れていく。 
 
 
 

進路指
導課 
３学年 

１０月の校外記述模試及び、１１月の共通テスト
模試総合偏差値平均偏差値５０以上の生徒の受
験者全体に対する割合が 
Ａ ３０％以上  Ｂ ２５％以上 
Ｃ １５％以上  Ｄ １５％未満 

１１月の共通テスト模試総合偏差値平均偏差値
５２以上の生徒の受験者全体に対する割合が 
Ａ ３０％以上  Ｂ ２５％以上 
Ｃ １５％以上  Ｄ １５％未満 
 

３年１０月の校外模試平均偏差値５０以上の生徒 
  ５４名・２５．１％ 
→評価【Ｂ】 

３年１１月の共通テスト模試総合偏差値５２以上の生
徒 
  ３８名・２０．９％ 
 →評価【Ｃ】 

⑤ 進路学習・探究活動を充実させることで
、高い進路目標を持たせ、最後まで目標
実現のため努力を継続させる指導を行う
。 

進路指
導課 

①難関国立大学、金沢大学に１０名以上合格 
②北信越地区の国立大学に４０名以上合格 
③北信越地区の公立大学に５０名以上合格 
Ａ ３項目クリア  Ｂ ２項目クリア 
Ｃ １項目クリア  Ｄ クリアなし 

①13名（金沢大13名） 
②32名（新潟大1名、富山大16名、福井1名など） 
③35名（石川県立看護大6名、石川県立大7名など） 
 
→ 評価【Ｃ】 

1年次よりコロナ禍ということもあり、例年に比べると低学年
での探究活動が制限された感があった。それが主原因とは言
い切れないが、確固たる進路目標を持たせる指導が弱かった
ので、来年度は進路行事、探究活動を通しての進路意識の醸
成に力を入れていきたい。 

 
２ 

新型コロナウィルス
感染症拡大防止に努
めながら、組織的な教
育活動を通して、生
徒の規範意識を高め
、将来の主権者として
の自覚を促し、自立し
た社会人たる判断力
・行動力を養う。 

①  挨拶運動を通して生徒会執行部と協力
し合い、学校全体の活性化を図る。自ら
発する伝わる挨拶を実践し、社会人とし
て必要なコミュニケーション能力を養う
。 

生徒課 生徒アンケートから、いろいろな人に自ら発して
伝わる挨拶ができたが、 
Ａ ９５％以上  Ｂ ９０％以上 
Ｃ ８５％以上  Ｄ ８５％未満 

生徒による後期学校評価アンケートで肯定的評価 
８３％（８４．６％） 

→評価【Ｄ】（Ｄ） 

挨拶実施に関する生徒アンケートでは、８３％の肯定的な返

答であり評価はＤである。気になるのが、前期より肯定的な

回答が減少したことで、集会等の実施がなく意識付けができ

ていなかったことと考察する。来年度は集会等で、生徒達自

身で挨拶の励行を呼びかけ合いをさせたい。 

②  様々な交通安全指導から、自転車乗車マ
ナーの向上を意識し、交通社会の一員と
してルールの遵守、安全への配慮等、事
故防止に向けた注意力、判断力を身に付
けさせる。 

生徒課 自転車乗車違反件数が、年度末累計で、 
 Ａ １０件未満  Ｂ １５件以下 
 Ｃ ２０件以下  Ｄ ２１件以上 

石川県警察本部交通違反指導状況データより 
４～１２月集計（４～７月集計） 
７１件    （５５件） 

→評価【Ｄ】（Ｄ） 

前期に並進走行が目立ちたくさん指導を受けた。後期に入り

指導件数は減ってきた。今年度は、交通事故件数が7件と昨年

より下回り安全運転への意識は高まっているようである。ル

ール遵守の精神をもう一度、再確認させたい。 

③  いじめは絶対に許されない行為であるこ
とを周知し、他者の心情を配慮できる思
いやりの心を醸成する。また、未然防止
に取り組みながら、居心地の良い学校づ
くりに努めていく。 

生徒課 互いを尊重できる居心地の良い学校であるかのア
ンケートから、肯定的評価が、 
 Ａ ９５％以上  Ｂ ９０％以上 
 Ｃ ８５％以上  Ｄ ８５％未満 

生徒による後期学校評価アンケートで肯定的評価 
９１％（９３％） 

→評価【Ｂ】（Ｂ） 

今年度はいじめ案件に関して確認することはできなかった。
生徒達も学校生活に関しておおむね居心地が良いと答えてお
り落ち着いた学習活動が継続できていたと推測する。いじめ
案件０は、終業式やＨＰ上で公開し、来年度も相手をリスペ
クトできる思いやりの心を醸成させていきたい。 



④ 自己管理能力を高めるために、自らの健
康問題にしっかりと向き合う態度を養う
。 

保健相
談課 
各学年 

歯科の受診率が 
Ａ  ８０％以上    
Ｂ   ７０％以上 
Ｃ   ６０％以上     
Ｄ   ６０％未満 

１月末現在 
 歯科受診率７３．１％ 
→評価【Ｂ】 

集団と個別の保健指導を継続してきたことが受診率を押し上
げてきたと考える。次年度はさらなる向上を目指したい。 

 
３ 

文武両道の実践のも
と、部活動の効率的
な活動と更なる活性
化を図り、心身の錬
磨を通して、人間力を
高めチャレンジ精神
を培う。 

①  運動部・文化部ともに挨拶などの規範意
識の醸成を図りながら活動内容を充実
させる。 

生徒課 充実感や達成感を感じられる部活動が行えてい
るかの肯定的評価が 
Ａ ８０％以上  Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上  Ｄ ６０％未満 

生徒による後期学校評価アンケートで肯定的評価 
８８％（８７％） 

→評価【Ａ】（Ａ） 

生徒達は年間を通して部活動から得られる充実感、達成感は
アンケートでも肯定的でした。最後の公式戦まで辞めさせず
、粘り強く取組ませることの大切さや励ましの声を心掛けて
いきたい。また教職員全体で支援するとともにそのチャレン
ジする姿のバックアップを継続していきたい。 

②  運動部・文化部ともに計画的かつ効率の
よい練習を行い、好成績につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒課 （運動部） 
県高校総体総合成績が 
Ａ １０位以内  Ｂ ２０位以内 
Ｃ ３０位以内  Ｄ ３１位以下 

 
（文化部） 
各種大会・コンクールにおける年間の獲得賞状
枚数が 
Ａ ２０枚以上  Ｂ １５枚以上 
Ｃ １０枚以上  Ｄ １０枚未満 

年度末の実績で評価 
中間報告 
（運動部） 
県高校総体総合成績 
総合２５位（Ｒ３：２０位） 
→評価【Ｃ】（Ｒ３：２０位 Ｂ） 
男子２５位（Ｒ３：２４位） 
女子２４位（Ｒ３：１２位） 

 
（文化部） 
年間の獲得賞状枚数 
 ２８枚（Ｒ３：２７枚） 
→評価【Ａ】（Ｒ３：Ａ） 

県高校総体総合成績は男子が25位と横ばい、女子は24位とＲ3
年度の12位からランクダウンの結果でした。部活動でのやり
がいや達成感のアンケートで高評価であったが、成績のダウ
ンを受け各運動部に対して必要な支援や環境面での改善等を
直接の面談にて理解を得ていきたい。 
文化部の各種コンクール等における活躍は、今年度も昨年並
みで特に棋道部の活躍が目覚ましかった。またかるた部も幾
度と入賞を果たし、大きく貢献した。引き続き次年度も活躍
が見込まれ、支援していきたい。 

 
４ 

ボランティア等の諸
活動や情報の発信を
通して、保護者、地域
との連携を密にし、信
頼される学校づくり
を行う。 

① 学校教育活動について、ホームページや
メール配信、学年通信等による積極的な
配信に努め、保護者や地域の方の一層の
理解・協力を得る。 

教務課 
総務課 
各学年 

学校の情報提供は十分に行われているという保
護者が 
Ａ ９５％以上  Ｂ ９０％以上 
Ｃ ８５％以上  Ｄ ８５％未満 

保護者による後期学校評価アンケートで肯定的評価 
９４．６％（９０．４％） 

→評価【Ｂ】（Ｂ） 

教育活動の内容をホームページ、学年便り、メール配信等に
より情報提供した結果、高い評価をいただいている。緊急メ
ールが遅いというお叱りもいただいた。次年度も積極的に、
かつ、速やかに情報を提供していきたい。 

教育ウィーク、進路説明会等での保護者の来校の
べ人数が 
 Ａ ８００名以上  Ｂ ６００名以上 
 Ｃ ４００名以上  Ｄ ４００名未満 

保護者の来校のべ人数 
  ５５０名（525名） 
→評価【Ｃ】 

 

保護者の来校のべ人数 ５５０名 
（内訳） 
 ・ＰＴＡ総会、３年進路説明会（オンライン開催） 
・１年進路説明会 １９６名 

 ・西高祭     １４４名 
・２年進学講演会 １４１名 

 ・教育ウィーク   ６９名 
② 各分掌や各学年、各教科と連携し、生

徒の読書活動を促進する。 

総務課 図書館の貸出冊数生徒１人あたり１月末までで 
 Ａ ４冊以上  Ｂ ３冊以上 
 Ｃ ２冊以上  Ｄ ２冊未満 

  ３．１冊 
→評価【Ｂ】 

 

課としての取組は昨年度より多くのことができたが、学年や
教科との連携がうまく取れなかった。昨年（３．６冊）より
やや貸し出し冊数が減少した。平均値はまずまずだが、個人
の貸出冊数に差がある点を課題としていく。 
 

③  学年・委員会・部活動による地域貢献や
学校行事のサポートを行い、ボランティ
アへの関心を高める。 

生徒課 ボランティア活動に参加した学年・委員・部活動
が 
Ａ １０以上  Ｂ ８以上 
Ｃ ６以上   Ｄ ６未満 
 

年度末の実績で評価 
 ６つ 
 金沢マラソンボランティアにボランティア委員、フ
ェンシング、女子テニス、家庭、放送、茶道の1委員
会、５部活動の計１０６名が参加 

 →評価【Ｃ】 

昨年に引き続き、金沢マラソンへ１委員会及び５部活がボラ
ンティアとして参加できたことは大変良かった。毎年、ボラ
ンティア活動への参加が恒例化してきていることは、好まし
いことと捉え、次年度も参加を呼び掛けていきたい。 

 
５ 

「教職員の多忙化改
善に向けた取組方
針」を踏まえ、教職員
の時間外勤務縮減に
向けて勤務時間を適
正に管理し、また、ワ
ークライフバランス
を意識した業務改善
につながる学校マネ
ジメントを推進して
いく。 

①  ワークライフバランスを常に意識し、校
務の効率化に向けて具体的な取組を実
践する。 

教頭 具体的な取組を実践し、時間外勤務が減少した教
職員の割合が 
 Ａ ８０％以上 
 Ｂ ６０％以上 
 Ｃ ４０％以上 
 Ｄ ４０％未満 

教職員による後期学校評価アンケートで肯定的評価 
７１.０％（６１.０％） 

→評価【Ｂ】（Ｂ） 

教職員が各自勤務時間を適切に管理したことが良い結果につ
ながったと考える。学校全体の具体的な方策としては、昨年
に引き続き定期試験期間の生徒の下校時刻を早めたこと、休
日の警備員の配備が午前から可能となり、生徒玄関の施錠等
教職員の負担が軽減されたこと、年休を取りやすい環境が作
れたこと等が挙げられる。来年度は定時退校日を月２回に増
やすことも検討したい。 
さらに、今年度デジタル採点システムの導入（百問繚乱）が
、功を奏し、採点業務が随分進んだ。月８０時間以上の時間
外勤務の人数も減少の傾向にある。今年度効果があったもの
を継続しつつ、来年度も新たな策を講じていきたいと思う。 
 

  


